
 

 

 

 

 

 

 

 

 

味の素株式会社(社長：藤江 太郎 本社：東京都中央区)は、6月7日、経済産業省と東京証券取引所が共同

で選定する「デジタルトランスフォーメーション銘柄(DX銘柄)2022」に選定されました。 

 

【経済産業省ウェブサイト】

https://www.meti.go.jp/press/2022/06/20220607001/20220607001.html 

 

経済産業省と東京証券取引所は、2015年より、経営革新、収益水準・生産性の向上をもたらす積極的な   

IT利活用に取り組んでいる企業を、「攻めのIT経営銘柄」として選定しており、2020年からは、デジタルで 

ビジネスモデルを変革し、新たな成長・競争力強化につなぐDXに取り組む企業を、「DX銘柄」として選定し

ています。今年度は33社が選定され、当社はこの度初めて選定されました。 

 

選定にあたって、下記の3点が高く評価されました。 

・企業の目的が社会と密着している利点を大いに活用し、社外のエコシステムや社会の変革に向けた大胆

な計画を立て、そして着実に成果を上げている。 

・自社独自のDXの定義とロードマップを敷いている点は投資家にも分かり易く、食品業界の中でも非常に

優れた取り組みである。 

・事業モデル変革タスクフォース(新規変革)が、デジタル技術により価値提案・顧客体験等を包括的に  

変える取り組みとなっている。 

 

味の素グループは 、ASV(Ajinomoto Group Shared Value)を掲げ、社会的課題の解決と事業(経済)成長

の両立を戦略とし、この考え方を「食と健康の課題解決企業」というパーパス(志)で裏打ち・強化して    

きました。こうした活動を一層加速するため、今後も、“見えない資産”をデジタルの力で“見える化”するDXを

積極的に活用し、企業価値向上のための取り組みを推進します。 

 

本件に関する報道関係者からのお問い合わせ先：Pr_media 

2022年6月8日 

味の素㈱、「デジタルトランスフォーメーション銘柄 
(DX銘柄)2022」に選定 

味の素グループは、“アミノ酸のはたらき”で食習慣や高齢化に伴う課題を解決し、人々のウェルネスを共創する、食と健康の  

課題解決企業を目指しています。 

私たちは、“Eat Well, Live Well.”をコーポレートメッセージに、アミノ酸が持つ可能性を科学的に追求し、事業を通じて地域

や社会とともに新しい価値を創出することで、さらなる成長を実現してまいります。 

味の素グループの2021年度の売上高は1兆1,493億円。世界36の国・地域を拠点に置き、商品を販売している国・地域は130   

以上にのぼります( 2022年現在)。詳しくは、www.ajinomoto.co.jpをご覧ください。 
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